DJ-P322 セッ トモ ー ド の 拡張 に つい て 


DJ-P322 特定 小 電 力 ト ラン シー バー に は 、 環 境 や 特定 の ニー ズ に よっ て カス タマ イズ で きる と 便利 な 項目 を 「 拡 
張 セ ッ ト モ ー ド 」 に 採用 し て いま す 。 一度 設 定 し た ら 変 える こと が 少な く 、 電 池 が 早く 減る な ど 「 故 障 か な ?」 
と 思う よう な 動作 を し た りす る 項目 も ある の で 、 敢 えて 通常 の セッ トモ ー ド の 操作 と は 別に し て 、 説 明 書 に も 記 
載 し て いま せん 。 


内 容 を 良く ご 理解 いた だ いた うえ で 操作 し て いた だ きた い の で 、 本 書 で も 操作 方 法 は 敢えて 最後 に 記載 し まし 
た 。 増 えた 項目 は 、 通 常 の セッ トモ ー ド メニ ュー の 後ろ に 続け て 表示 され ます 。 


管理 者 が 行っ た 設定 を ユー ザー が 知ら ず に リセ ッ ト す る リス ク を 減ら す た め 、 こ れ ら 拡張 メニ ュー は 設定 変更 
後に 再び 表示 を 隠す こと が で き 、 通 常 の リセ ッ ト 操 作 で は 初期 化 さ れ な いよ うに な っ て いま す 。 


[拡張 後に 使え る セッ トモ ー ド 項目 ] 


1 : スケ ル チ レ ベル (SaL) 
設定 値 0 て 5 (初期 値 3) 


F M 電 波 特有 の 、 通 話 が 無い と き に 聞こ える 「 ザ ー 音 」( ホ ワイ トノ イズ ) を 消す 「 ス ケル チ 」 の 調整 で す 。 エ 
場 で 標準 的 な レベ ル に 調整 し て あり ます が 、 ノ イズ が 強い 環境 な ど で 、 通 話し て いな い 時 に カサ カサ と 音 が 出る 
場合 に レベ ル を 上 げ ま す 。 上 げ 過 ぎる と 弱い 信号 も 消し て し まう た め 、 通話 距離 が 短く な っ た と 感じ られ る こと 
が あり ます 。 逆 に ノイ ズ が 低い 環境 で は 、 レ ベル を 低め に 設定 する こと で 弱め の 信号 で も 受信 し や すく な る 場合 
が あり ます 。 レ ベル を ゼロ に する と 、 常 に 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ える よう に な り ま す 。 


※ 常 に 強い 信号 で 良好 に 通話 で きる 環境 で は 、 ス ケル チレ ベル を 上 げ て 騰 い 信号 を 受信 し に くく する と 、 混 信 に 
よる キャ リア セン ス が 働き に くく な り ま す 。 
※ グ ルー プ ト ー ク 機能 設定 時 は レベ ル を ゼロ に し て も ホワ イト ノイ ズ は 聞こ えま せん 。 


2 : キー ロッ ク す る まで の 時 間 (LoC) 
設定 値 1 こ 3 秒 (初期 値 2 秒 ) 


指定 の キー を 2 秒 押す と キー ロッ ク が 掛か り ま す が 、 こ の タイ ミン グ を 1^3 秒 の 間 で 変更 で きま す 。 
※ キ ー ロ ッ ク は FUNC キー 長押 し の 簡易 と 、FUNC と GROUP を 押す 2 種類 が あり ます 。 


3 : バッ テリ ー セ ー ブ (DS) 
設定 値 OF ン 0N1 ン ON2 ン Eco (初期 値 ON1) 


電池 の 減り を 抽 え る バッ テリ ー セ ー ブ (BS) 動作 を 3 段階 か ら 選 べ ま す 。 BS は 待ち 受け 時 、 自 動 的 に 回 路 の 電流 
を 素早 い ス パン で オン オフ させ る 機能 で す 。 オ フ の タイ ミン グ を 長く と る ほど 電池 の 減り は 少な く な り ま す が 、 
相手 の 通話 の 始ま り の 部 分 を 受信 し 損なう ( 頭 切れ ) リス ク も 高く な り ま す 。 BS は いっ た ん 通信 が 始ま る と 着信 
バイ ブレ ー タ ー や ベル 機能 同様 、 て き ば き 通 信 し て いる 間 は 作動 し ませ ん 。( 頭 切れ は 起き ませ ん ) 
通常 の 受信 だ け で な く 、 ス キャ ン 、 モ ニタ ー な ど 受 信 に か か わる 機能 を 使用 中 も BS は 効か な く な り ま す 。 


OFF : バッ テリ ー セ ー ブ し ませ ん 。 電 池 が 一 番 早 く 減り ます 。 デ ー タ 通信 な ど 特 殊 な 用 途 で BS を 切る 必要 が あ 
る た め 設 け て いま す が 、 通 常 の 連絡 用 通信 で は オフ に する メリ ッ ト は あり ませ ん 。 


ON1 : 弊社 規定 の 標準 値 で す 。 通 常 は この 設定 を お 勧め し ます 。 短 い 頭 切れ が 起き る こと が あり ます 。 


ON2 : 電 池 の 減 り は さら に 少な く な り ま す 。 液 晶 デ ィ ス プレ イ 照 明 設 定 に 関係 な く 、 照 明 は 点灯 し な く な り ま す 。 
1 0 秒 以上 通話 が 途切れ た 後 で 送信 する と き は 、PTT を 押し て 一 呼吸 お いて か ら 話 し 始め れ ば 頭 切れ は 起き ませ 
ん 。 


Eco : 電池 の 減り は 最小 に な り ま す 。 液 晶 デ ィ ス プレ イ が 点灯 し な く な り 、 し ば らく 通話 が 無い と 待ち 受け 中 デ 
ィ ス プレ イ に 「ECO」 の 表示 が 点 減 し ます 。「ECO」 点 減 中 は PTT キー と サブ PTT キー 以外 の キー が 反応 し な く な 
り ま す 。 以下 の いずれ か で 「ECO」 状 態 は 解除 され ます 。 1 0 秒 以 上 通話 が 途切れ た 後 で 送信 する と き は 、PTT を 
押し て 二 呼 吸 (2 秒 弱 ) お いて か ら 話 し 始め れ ば 頭 切れ は 起き ませ ん 。 

* サ ブ PTT キー を 1 回 押す *PTT キー を 押し て 送信 する * 通 話 相手 の 信号 を 受信 する 
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※ ON2 や Eco に 設定 し て いて も 、VOX、 減 電池 アラ ー ム 、 個 別 呼出 、 通 話 圏内 確認 、 連 結 中 継子 機 の いずれ か を 
有効 に する と BS 動作 は 自動 的 に 「ON1」 状 態 に な り ま す 。 


4 : 電池 電圧 表示 (数 字 ) 

拡張 後 こ の 項目 に 合わ せる と 、 お 使い の 電池 の お よそ の 電圧 を 数 字 表示 し ます 。 電 池 が 弱っ て きた と き の 数 値 を 
OM 電池 残 量 の 詳し い 目 安 に な り ま す 。( テ スタ ー の よう な 精度 で は あり ませ ん 、 あ くま で 目安 の 数 
値 で す 。) 


5 : マイ ク ゲ イン 調整 (mG) 
設定 値 1 ン 7 (初期 値 4) 


通話 時 の くせ (声量 、 マ イク と 口 の 間 の 距離 …) や アク セ サ リ ー マ イ ク の ゲイ ン な どの 都合 で 、 人 に よっ て トラ 
ン シ ー バ ー に 入る 音声 信号 レベ ル は 異な り ま す 。 この た め 、 音 が 小さ い ( 話 す 声 が 小さ い ニ レベ ル を 大 きく する ) 、 
音 が 歪む ( 声 が 大 きい ニレ ベル を 小さ くす る ) 等 の 場合 に 調整 で きま す 。 適当 に 設定 する と か えっ て 音 が 悪く な 
る の で 、 し っ か り 通 話 テ スト を し て か ら お 使い くだ さい 。 


6 : デュ アル オペ レー ショ ン 再 開 時 間 設定 (dt) 
設定 値 1<5 (初期 値 5 秒 ) 


デュ アル オペ レー ショ ン (DO) モー ド で 通話 が 終了 し た あと 、 交 互 受 信 (スキ ャ ン ) が 再開 する まで の 時 間 で 
す 。 初 期 値 は 5 秒 で す が 、 運 用 の 仕方 に よっ て は 早い 方 が 便利 な 時 も あり ます 。 環境 に 合わ せ て 変更 し て くだ さ 
い 。 


7 : 4 極 オ プシ ョ ン 使 用 時 の 本 体 PTT・ 本 体 マ イク 設定 (Pt) 
設定 値 OFF ン 0UT ン ALL (初期 値 ALL) 


4 極 1 軸 ね じ 込 み 式 の マイ ク 類 オプ ショ ン (イヤ ホン ・ ス ピー カー マイ ク 等 ) を 接続 し て 使用 する 際 に 、 本 体 の 
PTT と 内 蔵 マ イク の 有効 無効 を 設定 で きま す 。 使 用 状態 に 合わ せ て 変更 し て くだ さい 。 


OFF  : 本 体 PIT 無効 ・ 本 体 マ イク 無効 (オプ ショ ンマ イク の PTT と 外部 マイ ク の み 有 効 ) 

OUT  : 本 体 PIT 有効 ・ 本 体 マ イク 無効 (外部 マイ ク の み 有 効 、PTT は 両方 有効 ) 

ALL : 本 体 PTT 有効 ・ 本 体 マ イク 有効 (オプ ショ ンマ イク の PTT と 外部 マイ ク も 有効 で す が 、 こ の 設定 は 
4 極 1 軸 ね じ 込 み 式 の イヤ ホン を お 使い に な る 時 の も の で す ) 


※ “OUT” “ALL' で スピ ー カ ー マ イ ク を 使う と き 、 本 体 PTT を 押し て も スピ ー カ ー マ イ ク か ら 声 を 送信 する 
こと は で きま せん 。 ス ピー カー マイ ク の PTT を 押し て 送信 し て くだ さい 。 


8 : 緊急 通報 時 間 設定 (Emt) 
設定 値 10<60 (初期 値 10 秒 ) 


緊急 通報 の アラ ー ム 鳴動 時 間 と 送信 時 間 は 10 秒 に 初期 設定 され て いま す が 、10 秒 単位 (最大 60 秒 ) で 長く で き 
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9 : 秘話 通信 周波 数 (SCF) 
設定 値 27<34 (初期 値 34 : 3.4KHz ) 


秘話 設定 の コー ド (正確 に は 周波 数 で す が ) を 変え て 、 異 な る 秘話 グル ー プ を 作れ ます 。 変更 する と き は 、 通 話 
し た い グ ルー プ 全 員 の 設定 を 同じ に 揃え て くだ さい 。 


1 0 : 秘話 エン ファ シス (EmP) 
設定 値 OM/OFF (初期 値 ON) 


弊社 製 、 他 社 製 に 限ら ず 特 定 小 電 カ トラン シー バー の 秘話 通話 は 機種 に よっ て 相性 が あり 、 音 声 が 聞き 取り づら 
い 場合 が あり ます 。 聞き 取り づら いと 感じ た と き に 、 こ の 設定 を 切り 替え る と 改善 され る 場合 が あり ます 。 


1 1 : 減 電 池 ア ラー ム 設 定 (btC) 
設定 値 OFF ン 5 て 60 秒 (初期 値 OFF) 


ディ スプ レイ 上 の 減 電池 表示 と と も に 設定 時 間 ご と に 1 回 、 電 池 が 減っ て いる こと を アラ ー ム 音 で も お 知ら せ で 
きま す 。 音 を 鳴ら す 電 力 が 消費 され る た め 、 ア ラー ム 間 隔 を 短く 設定 する ほど 早く 電池 が 切れ ます 。 


1 2 : グル ー プ 種類 切り 替え 設定 (Gr) 
設定 値 torn ン Cd1 ン Cd2 (初期 値 ton) 


※ 中 継 通話 に は DCS は 使え ませ ん 。 中継 通 話 時 は 初期 値 (ton) を 変更 し な いで くだ さい 。 

本 機 の グル ー プ トー ク は 一 般 的 な 番号 方 式 (トー ンス ケル チ ) の 他 、DCS (デジ タル コー ドス ケル チ ) に 切り 替 
える こと が で きま す 。 グ ルー プ 種 類 切 り 替 え を Cd1、Cd2 に 設定 し 、 通 常 の トー ンス ケル チ と 同様 に 通常 画面 で 
GROUP キー を 押す こと で DCS 番号 を 設定 する こと が で きま す 。 操作 は トー ンス ケル チ と 同様 に 、FUNC キー を 押し 
な が ら 4A。、 ヤ キー を 押し ます 。 通話 グ ルー プ 全 員 に 同じ 設定 を し ます 。 


Cd1 : 01<83 の 83 通り の コー ド 番 号 か ら 選 択 で きま す 。 運 用 時 は チャ ン ネ ル と 2 桁 の DCS 番号 を 表示 し ます 。 
Cd2 : Cd017<Cd754 の 108 通り の コー ド か ら 選 択 で きま す 。 運 用 時 は チャ ン ネ ル と Cd を 表示 、FUNC キー を 短く 
押す と Cd と 3 桁 の DCS 番号 を 確認 で きま す 。FUNC キー を 長く 押し て いる と キー ロッ ク 操 作 に な る の で 注意 し て 
くだ さい 。 


1 3 : VOX 送信 持続 時 間 設 定 (vot) 
設定 値 01<30 (初期 値 10 : 1.0 秒 ) 


VOX で 送信 し た と き 、 音声 が 途切れ て も 初期 値 で は 1 秒間 、 送信 状態 を 保持 する の で 短い 息継ぎ し て も 途切れ ま 
せん 。 こ の 時 間 を 0.1 秒 ~3.0 秒 に 変更 で きま す 。 送受 信 の 切り 替え を テキ パ キ と 行い た いと き に 、 設 定 を 短め 
に する と 使い 勝手 が 向上 し ます が 、 庄 る と すぐ 送信 が 落ち る こと も あり 、 十 分 に 動作 確認 を し て か ら お 使い くだ 
さい 。 


1 4 : チャ ン ネ ル 表 示 設 定 (CH) 
設定 値 noL ン SP ン OFF (初期 値 noL) 


弊社 製品 の チャ ン ネ ル 表 示 は L01<L09、b01<b11 で す 。 チ ャ ン ネ ル 表 示 設 定 を SP に 変更 する こと で 01<20 表 
示 に 変更 する こと が で きま す 。 他 社 製 で 、 こ れ に 近い 表示 を し て いる 機種 の チャ ン ネ ル に 合わ せ や すく し ます 。 


noL SP 
b01<b11 01<11 
L01<L09 12<20 
b12<b29 (中 継 ) 01<18 (中 継 ) 
L10<L18 (中 継 ) 19<27 (中 継 ) 
OFF を 選ぶ と チャ ン ネ ル を 非 表 示 ((----- ) に で き 、 別 の ユー ザー か ら ど の チャ ン ネ ル で 通話 し て いる か 


見 られ ず に 済み ます 。 非 表示 に し て いる と き は チャ ン ネ ル と グル ー プ 設定 の 変更 は で きま せん 。 再 設定 する 場合 
は チャ ン ネ ル 表 示 を noL また は SP に し て くだ さい 。 


1 5 : 音量 設定 (EvoL) 
設定 値 L ン H (初期 値 L) 


本 体 ス ピー カー と オプ ショ ンス ピー カー の 音声 出力 (音量 ) を さら に 大 きく する こと が で きま す 。 

H で は 最大 音量 に する と 少し 歪む こと 、 イ ヤ ホ ン で 使う と 大 き な 音 が 出 て 耳 を 痛め る 原因 に な る こと 、 電 池 の 消 
費 が 早まる こと な どか ら 、 初 期 状 態 で は L に し て いま す 。H に 設定 する と 、 電 源 ス イッ チ を 入れ た と き 「P322」 
の 後に 「EvoL-H」 と 表示 され ます 。 


1 6 : グル ー プ トー ク 判 別 精度 (tn) 
設定 値 1 こ 5 (初期 値 2) 


他社 製 や 弊社 製 の 旧型 機 と 混用 する と 、 グ ルー プ ト ー ク が で き な い こと あり ます 。 最新 の 部 品 を 採用 する 本 機 で 
グル ー プ トー ク 信 号 の 読み 取り 精度 が 非常 に シビ ア な た め に 起こ る 「 相 性 問題 」 で す 。 こ の 設定 を する 前 に 、 グ 
ルー プ 番 号 を 相性 問題 が 起き に くい 10 番 ~37 番 の 間 に 変え て お 試し くだ さい 。 そ れ で も 上 手 く いか な いと きだ 
け 、 判 定 精 度 を わざ と 甘く する この 項目 を お 試し くだ さい 。1 が 最も 上 茂 し く 、5 が 甘く な り ま す 。 甘 くし 過ぎ る 
と 近い 番号 の グル ー プ 信号 で も スケ ル チ が 開く こと が あり 、 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 も 働か な く な る の で 、 
スケ ル チ が 切れ る と き の 「 ザ ! 」 ノ イズ が 聞こ えま す 。 初 期 値 の 2 は 、 か な り シ ビア に 判定 し ます 。 


1 7 : サブ PTT キー の 機能 割り 当て (SPt) 
設定 値 PP ン CH ン E6 ン oP ン v0 ン SC (初期 値 Pt) 


本 機 の PTT キー 下 に ある 「 サ ブ PTT キー」 は 、 初 期 状態 で は デュ アル オペ レー ショ ン (DO) の サブ 側 チ ャ ン ネ 
ル 送 信 PTT に 割り 当て られ て いま す が 、 次 の 機能 に 変更 する こと が で きま す 。 
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区 . ま 区 光 BTT 
DO の と き の サ ブ 側 チャ ン ネ ル 送 信 機 能 で す 。 普 通 の 通話 モー ド で は 、 大 きい 方 の PTT キー と 同じ 動作 を し 
ます 。 


参考 : 以下 の 設定 を し て DO を 運用 する 時 、 サ ブ 側 送信 する に は メイ ン PTT キー を 2 回 押し ます 。 


CH : サブ 側 チ ャ ン ネ ル 切 り 替 え 

3 秒間 押し 続け る と メイ ン 側 と サブ 側 に 設定 し た チャ ン ネ ル を 入れ 替え で きま す 。 DO の サブ 側 チ ャ ン ネ ル 
登録 操作 で 、「 2 番目 に よく 使う チャ ン ネ ル と 設定 」 を 登録 し て お け ば 、 普 通 の 交互 や 交互 通話 中 継 時 に 素 
早く 切り 替え られ ます 。 いわ ば 「 コ ー ル チャ ン ネ ル (よく 使う チャ ン ネ ル へ の ショ ー ト カッ ト )」 機 能 で す 。 


【 ご 注意 : デュ アル オペ レー ショ ン 中 は 、 サブ 側 チ ャ ン ネ ル へ の 切り 替え は で きま せん 。 DO0 モー ド に する と 
サブ PTT を 押し て も 何 も 反 応 し ませ ん が 、 故 障 で は あり ませ ん 。】 


EG : 緊急 通報 
3 秒間 押 し 続け る と 緊急 通報 音 が 鳴り 、 同 じ チ ャ ン ネ ル の 受信 側 に も 緊急 通報 音 が 鳴り ます 。( 通 常設 定 の 
緊急 通報 機能 と 同じ ) 


oP : モニ ター 
押す こと で スケ ル チ が 無効 に な り 、「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ える よう に な り ま す 。 もう一度 押 す と 
元 に 戻り ます 。 (項目 2 1 の モニ ター キー 操作 と 同じ 。 下記 2 1 「 モ ニタ ー 機 能 」 も 合わ せ て よく お 読み く 
だ さい 。) 


VO0 : ミュ ー ト ※ 従 来 か ら の ミュ ー ト で 、 英 社 の 自動 解除 機能 が 付く 「 受 信 音 ミュ ー ト 」 で は あり ませ ん 。 
押す と 受信 音 が 一 時 的 に 最小 に な り ま す 。 何 か キー を 押す か 、 送 信 す る と 解除 され ます 。 
自動 で は 解除 され な い の で ご 注意 くだ さい 。 


SC : チャ ン ネ ルス キャ ン 

3 秒間 押し 続け る と チャ ン ネ ルス キャ ン が 始ま り 、 自 動 的 に チャ ン ネ ル を 切り 替え な が ら 受 信 し ます 。 
信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 止ま り 、 信 号 が 無く な る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。PTT キー を 短く 押す と スキ 
ャ ン は 停止 し ます 。 (開始 時 と 同様 に サブ PTT キー を 長押 し し て も 止ま り ま す ) 

※ 送 信 中 、 ま た は VOX、 個 別 呼出 、 通 話 圏内 確認 、 チ ャ ン ネ ル 表 示 OFF、 デ ュ ア ルオ ペレ ーション 、 連 結 中 
継子 機 で 運用 中 は 、 ス キャ ン は で きま せん 。 ま た 、 ス キャ ン 中 は バッ テリ ー セ ー ブ と ビジ ー ア ラー ム が 動 
作 し ませ ん 。 


8 : 受信 音 ミ ュー トディ レイ タイ ム (r-mudt) 
設定 値 1 こ 5 (初期 値 3 


受信 音 ミ ュー ト の ミュ ー ト 保持 時 間 を 変更 で きま す 。 ミ ュー ト 解 除 忘れ を 防ぐ た め の 時 間 設定 で 、 設 定時 間 が 過 
ぎる と 自動 的 に 解除 され ます 。 使用 環境 に 合わ せ て カス タマ イズ し て くだ さい 。 


1 つ 5 秒 、。 2 つ 10 秒 、 3 つ 15 秒 、 4 つ 30 秒 、 5 一 60 秒 


1 9 : テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 設 定 (tC) 
設定 値 OFF ン ON (初期 値 ON) 


グル ー プ トー ク 機 能 を 入れ て いな く て も 、 通 話 終了 時 に 受信 側 か ら 聞 こえ る テー ル ノ イ ズ (受信 か ら 待 ち 受 け に 
な る と き の 「 ザ ! 」 と いう 短い ノイ ズ 音 ) を 除去 する 「 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 」 の オン オフ で す 。 テ ー ル 
ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 は 送信 側 と 受信 側 の 両方 が 有効 な と きのみ 動作 する の で 、 こ の 機能 が 入っ て いな い 無 線 機 
と 通話 する と 設定 に か か わら ず テ ー ル ノイ ズ は 聞こ えて し まい ます 。 


2 0 : 減 電 池 ス リー プ (btS) 
設定 値 OFF ン ON (初期 値 ON) 


スイ ッ チ を 切り 忘れ る な ど で 過 放電 させ る と 、 バ パ バッテリー パッ ク や 乾電池 の 劣化 や 充電 不良 の 原因 に な り ま す 。 
これ を 防ぐ た め 電 池 の 電 圧 が 一 定 レベ ル ま で 低下 する と 、 初 期 値 の ON で は 自動 的 に 電源 を 切り ます 。OFF に す 
る と 電池 を 最後 まで 使い 切る こと が で きま す が 、 大 き な 差 は あり ませ ん 。 特殊 な 理由 が 無けれ ば ON で お 使い く 
だ さい 。 い ずれ の 設定 で も 待機 電流 は 発生 する の で 、 長 期間 使わ な いと き は 、 バ ッッ テリー パッ ク は 取り だ し て 涼 
し い 乾 いた 直射 日 光 が 当 た ら な い 場 所 に 、 無 線 機 本 体 と 一 緒 に 保管 し て くだ さい 。 


2 1 : モニ ター キー 操作 (mKy) 
設定 値 OFF ン 0N ン Hd (初期 値 OFF) 


スケ ル チ に 埋もれ る よう な 有 弱い 信号 を 受信 し た いと き 、 簡 単に スケ ル チ を 開放 状態 に する 機能 で す 。 業 務 使 用 で 
誤操作 する と 大 き な ノ イズ が 鳴り 、 故 障 と 間違わ れる だ け な の で 初期 値 の OFF (無効 を お 勧め し ます 。 

この 設定 を 00N に する と 4A、 ヤ キー を 同時 に 押し て いる 間 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ え 、 放す と 元 に 戻り ます 。 
設定 を Hd に する と 、1 回 同時 押し する と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ え 、 も う 一 度 同時 押し する と 元 に 戻り ます 。 
モニ ター 中 は グル ー プ トー ク 機 能 と バッ テリ ー セ ー ブ も 自動 で オフ に な り ま す 。 


22 : 個別 呼出 設定 (SEL) 
設定 値 OFF ン ON (初期 値 OFF) 


通話 開始 時 に 呼出 信号 を 送り 、 特 定 の 個人 や グル ー プ を 選択 し て 通話 する モー ド で す 。 


※ こ の 機能 は 中 継 通 話 と デュ アル オペ レー ショ ン の 運用 中 、 グ ルー プ ト ー ク (トー ン 、DCS) 、 通 話 圏内 確認 、 連 
結 中 継 器 子 機 設定 時 は 使用 で きず 、 個 別 呼出 運用 時 は VO0X が 動作 し ませ ん 。 個 別 呼出 運用 する と き は これ ら の 
機能 を あら か じ め オ フ に し て くだ さい 。 

※ 受 信 機 の 設定 や 送信 する タイ ミン グ に よっ て 、 相 手 の 呼出 信号 の トー ン が 「 ピ ポ パ ポ ピ 」 の よう に 聞こ える こ 
と が あり ます が 異常 で は あり ませ ん 。 

※ 個 別 呼出 は 全員 の 個別 呼出 設定 を 00 に し て 、 次 の ペー ジ の イラ スト を 参考 に 下記 の 「2 3 : 個別 グル ー プ 設 
定 (myG)」 と 「2 4 : 個体 番号 設定 (myC) 」 を それ ぞ れ あら か じ め 設 定 し な いと 動作 し ませ ん 。 

※ こ の 機能 は 秘話 で は あり ませ ん 。 何 も 個別 呼び 出し 設定 し て いな い 他 人 は 、 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる だ け で すべ 
て の 通話 を 聞く こと が で きま す 。 


【 操 作 】 

個別 呼出 設定 を ON に する と 運用 画面 に 「SL」 が 表示 され ます 。PTT を 押し た まま 「 ピ ピピ ピピ ピピ 」 と 呼び 出 
し 音 が 鳴り 終わ る まで 待ち ます 。 呼 ば れ た ほう は 「 ピ ロビ ピロピロ 」 と 着信 音 が 鳴り 、 呼 ん だ 相手 の 個体 番号 を 点 
減 表 示し ます 。 


・ 発信 側 は 「 ピ ビ ピピ …」 の 呼び 出し 音 が 完全 に 鳴り 終わ る まで 話し 始め な いで くだ さい 。 

・ 着信 側 は 「 ピ ロビ ピロ …」 の 着信 音 の 途中 で も 、PTT を 押す と 通話 が で きま す 。PTT を 押す まで 発信 者 の 個体 番 
号 表 示 は 消え ませ ん 。 

・ 待 ち 受け 時 間 を 長く と ら ず 、 て き ば き 通 話し て いる 間 は 呼び 出し 操作 手順 無し で 、 通 常 の PTT 操作 で 通話 で き 
ます 。 

・ 相 手 に 信号 が 届い て いる か どう か は 無線 機 側 で は 判定 で きま せん 。 返信 が な けれ ば 通話 で き な い も の と 判断 し 
て くだ さい 。 


【 呼 び 出し 相手 ・ グ ルー プ の 選択 】 
待ち 受け 中 に FUNC を 押し な が ら 4A か を 押す と 呼び 出し 方 法 や 相手 を 選択 で きま す 。 


・SL-ALL : 全員 と 通話 で きま す 。 
・SL-CO 〇 (00-99) : 特定 の 個体 番号 (個人 ) を 呼び 出し て 通話 で きま す 。 
・SL-GO 〇 (00~19) : 特定 の 個別 グル ー プ に 属す る 個体 番号 (個人 ) 全員 と 通話 で きま す 。 


2 3 : 個別 グル ー プ 設定 (myG) 
設定 値 00 こ 19 (初期 値 00) 
個別 呼出 の グル ー プ 番号 を 設定 し ます 。 選択 で きる グル ー プ 数 は 「00」 ン 「19」 の 20 通り か ら 選 べ ま す 。 


2 4 : 個体 番号 設定 (myC) 
設定 値 00<99 (初期 値 00) 
個別 呼出 の 個体 番号 を 設定 し ます 。「00」 ン 「99」 の 100 通り か ら 選 び ま す 。 


(次 ペー ジ に 続く ) 


【 個 別 呼出 の 設定 例 】 


下 の 表 は 、6 人 で 個別 呼び 出し 通話 を する 例 で す 。 グ ルー プ は 一 人 だ け の 0 0、 二 人 組 の 0 1 、 三 人 組 の 0 
2 の 3 つ に 分 け て いま す 。 個別 番号 は 0 0 か ら 05 を それ ぞ れ の 個体 に 設定 し ます 。 


・O0 0 さん は 残り 5 人 が 通話 する 内 容 を 普段 は 一 切 モ ニタ ー し て いま せん 。 運用 グル ー プ の 管理 職 で 、 部 下 
を 呼び 出し た り 、 指 示 を 出し た りす る と きだ け 無 線 を 使う ユー ザー で す 。 

・0 1 さん と 02 さ ん 、03 て 05 さ ん は 普段 、 そ れ ぞ れ 「SL-GO1 どう し 」「SL-GO2 どう し 」 に 設定 し て 、 
同じ グル ー プ 内 の 人 と だ け 通 話し て いま す 。 部 署 が 分 か れ て いて 、 普段 は あま り 通 話す る 必要 が な いた めで 
す 。 本 機 で は 1 0 0 ユー ザー を 2 0 まで 、 任意 に グル ー プ 分 けし て 運用 で きま す 。 


① ALL: 全 体 呼び 出し / 個 体 番号 0 0 さん が 全員 を 呼び 出す 
00 さ ん が 「SL-ALL」 に し て 送信 。 受 信 側 は どん な 設定 に な っ て いて も 全員 0 0 さん の 呼び 出し を 受信 し 
て 、 だ れ で も 00 さ ん と その まま 設定 を 変え ず に 通話 で きま す 。 但し 、 通 話 が 切れ て 1 0 秒 以 上 待ち 受け 
状態 が 続く と 0 0 さん に 応答 で き な く な り 、SL-C00 や SL-GOO に 切り 替え る 必要 が あり ます 。 


グル ー プ :00 


個体 番号 :00 


SEL ALL 


り 由 で 岬 せ 四 マ 邊 ” 四 
グル ー プ :01 グル ー プ :01 グル ー プ :02 グル ー プ :02 グル ー プ :02 
個体 番号 :01 個体 番号 :02 個体 番号 :03 個体 番号 :04 個体 番号 :05 


② G** : グル ー プ 呼び 出し /0 0 さん が グル ー プ 01 の 二 人 だ け を 呼び 出す 
0 0 さん が 「SL-GO1」 に し て 送信 。 受 信 側 は どん な 設定 に な っ て いて も 00 さ ん の 呼び 出し を 受信 し て 、 
01 さ ん と 02 さ ん は その まま 設定 を 変え た ず に 0 0 さん に 応答 で きま す 。 グ ルー プ 0 2 の 3 人 に は この 通 
話 は 聞こ えま せん 。 但し 、 通 話 が 切れ て 1 0 秒 以 上 待ち 受け 状態 が 続く と 0 0 さん に 応答 で き な く な り 、 
SL-CO0 や SL-GOO に 切り 替え る 必要 が あり ます 。 


グル ー プ :00 
個体 番号 :00 


グル ー プ :01 グル ー プ :01 グル ー プ :02 
個体 番号 :01 個体 番号 :02 個体 番号 :03 


グル ー プ :02 グル ー プ :02 
個体 番号 :04 個体 番号 :05 


③ C** : 個別 呼び 出し /0 0 さん が 個体 番号 0 4 さん だ け を 呼び 出す 
0 0 さん が SL-CO4 に し て 送信 。0 4 さん は どん な 設定 に な っ て いて も 00 さ ん の 呼び 出し を 受信 し て 、 そ 
の まま 設定 を 変え ず に 応答 で きま す 。 但 し 、 通 話 が 切れ て 1 0 秒 以 上 待ち 受け 状態 が 続く と 0 0 さん に 応 
答 で き な く な り 、SL-C00 や SL-GOO に 切り 替え る 必要 が あり ます 。 


グル ー プ :00 
個体 番号 :00 


SEL Cod-04 


^ 邊 ^ 半 
グル ー プ :01 グル ー プ :02 
個体 番号 :02 個体 番号 :03 


グル ー プ トー ク 通 信 中 の 待ち 受け 時 に 、 液 晶 画面 左端 に 相手 と の 通話 が 可能 か どう か の 目安 を 表示 で きま す 。 


グル ー プ :02 
個体 番号 :05 


グル ー プ :01 
個体 番号 :01 


25 : 通話 圏内 確認 設定 (ArC) 
設定 値 OFF ン ON (初期 値 OFF) 


※ 通 話 圏内 確認 機能 は 、 通 話し た い グ ルー プ 全 員 の 通話 圏内 確認 を ON に し て 必ず 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せ て 
くだ さい 。 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使わ な いと この 機能 は 動作 し ませ ん 。 
※ こ の 機能 は 中 継 通話 、 個 別 呼出 、 連 結 中 継 器 子 機 、 デ ュ ア ルオ ペレ ーション 時 に は 使用 で きま せん 。 


「 三 」 点 減 : 圏内 に 通話 で きる 無線 機 が ある か 、 検 索 し て いま す 。 
「C 」 点灯 : 通話 可能 か どう か 確認 する た め の 信 号 を 送っ て いま す 。 


【 確 認 後 】 

「 三 」 点 灯 : 信号 は 強く 良好 な 通話 が 可能 。 

「 三 」 点灯 : 信号 は 普通 、 お お むね 良好 な 通話 が 可能 。 

「 _ 」 点灯 : 通話 が 可能 だ が 信号 は 弱く 、 途 切れ る こと が ある 。 

「 _ 」 点 減 : 相手 が 離れ て いる か 電源 が 切ら れ て いる な ど で 、 通 話 で き な い 。 


※ 約 1 分 毎 に 通話 確認 し ます が 、 そ の 自動 送信 タイ ミン グ が 偶然 相手 と 重なる と 正しく 判断 で きま せん 。 この た 
め 、 本 体 の 電源 を 入れ る と き は 全員 が 少し ずつ タイ ミン グ を ずら し て くだ さい 。 

※ 3 人 以上 の グル ー プ で 使う と 、 各 人 の 位置 に よっ て 状態 を 正しく 表示 で き な い 場合 が あり ます が 、 通 話 の 質 
に 関係 は あり ませ ん 。 


2 6 : レス ト ア (rSt) 
設定 値 OFF ン Sv ン Ld ン Er (初期 値 OFF) 


チャ ン ネ ル 情 報 、 セ ッ ト モ ー ド 情報 を リセ ッ ト し て も 消え な いよ うに 記憶 させ 、 復 元 さ せる 機能 で す 。 
リセ ッ ト 後 の 面倒 な 設定 や り 直 し を せ ず に 済み ます 。 


* 本 体 を 記憶 させ た い 状 態 に 設定 し た あと 、4A 、 ヤ キー で Sv/Ld/Er を 選び ます 。 


Sv: GROUP キー を 2 秒 押し 続け る と チャ ン ネ ル 情 報 、 セ ッ ト モ ー ド 情報 が 保存 され 「wt-rSt」 を 表示 し ます 。 
新しい 設定 を 登録 する と きも この 操作 を 繰り 返せ ば 、 上 書き で きま す 。 


Ld: GROUP キー を 2 秒 押し 続け る と 保存 し た 情報 を 復元 し ます 。 復 元 が 終わ る と 「rd-rSt」 が 表示 され 、 自 動 的 
に 再起 動 し ます 。 何 も 保存 され て いな い 場 合 、「no-rSt」 が 表示 され 読み 出し が キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


Er: GROUP キー を 2 秒 押し 続け る と 記憶 させ た 情報 を 消去 し ます 。 終 わる と 「Er-rSt」 が 表示 され ます 。 完全 に 
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工場 出荷 状態 まで 戻す 時 は 、 消 去 し て か ら 拡 張 セ ッ ト モ ー ド の リセ ッ ト を し て くだ さい 。 
(リセ ッ ト 方 法 は 本 書 の 巻末 を 参照 くだ さい 。) 


2 7 : 中 継 器 の 周波 数 帯 設定 (rECH) 
設定 値 A ン b (初期 値 A) 


中 継 器 を 使用 する と き の 周 波数 帯 を 変更 で きま す 。 変更 する と 中 継 チ ャ ン ネ ル 設 定 で 、 デ ィ ス プレ イ 左 上 の 「A」 
表示 が 「b」 表 示 に な り ま す 。 


※ 弊 社 製 の 中 継 器 、 ト ラン シー バー を お 使い に な る と き は 敢えて 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 標準 で 自動 的 に 適 
切な 組み 合わ せ に な り ま す 。 


※ 使 用 する 中 継 器 の 設定 を 確認 くだ さい 。 周 波数 帯 は 中 継 器 と 逆 に 設定 し ます 。 中継 器 が A な ら 子 機 を B に 、 
中 継 器 が B な ら 子 機 を A に し ます 。 


2 8 : ビジ ー ア ラー ム (bSy) 
設定 値 OFF ン SE ン 01<30 秒 (初期 値 OFF) 


自分 の 通話 グル ー プ と は 違う 他人 が 同じ チャ ン ネ ル で 通話 を し て いて も 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 設定 し て いる と 
その 混信 は 聞こ え ず 、 送 信 時 に 「 プ ププ 」 と 警告 され て 初め て 気づき ます 。 ビ ジー アラ ー ム は この 「 聞 こえ な い 
混信 」 が ある と ビー ブ プ 音 で お 知ら せ す る 機能 で す 。 


SE : 別 グ ルー プ の 信号 を 受信 し 始め た と き と 、 受 信 を 終わ っ た と き に それ ぞ れ ビー ブ プ 音 が 鳴り ます 。 
1<30 : 別 グ ルー プ の 電波 を 受信 中 、 一 定 間隔 で ビー プ 音 が 鳴り ます 。1、5、10、30 秒 の 中 か ら 選 べ ま す 。 


2 9 : 連結 中 継 ア クセ ス 速 度 設定 (LKS) 
設定 値 nL ン FS (初期 値 nL) 


連結 中 継 の 通話 開始 (応答 ) の と き の ア クセ ス 速 度 を 変更 で きま す 。 初 期 値 の 「nL (通常) 」 は 通信 精度 を 
優先 する た め ア クセ ス に 時 間 が か か り 、 長 め の 頭 切れ が 発生 し ます 。 

「FS (高速 )」 に 切り 替え る と 通信 速度 を 優先 する よう に な り 、 こ の 頭 切れ を 緩和 する こと が で きま す 。 

た だ し 、 別 の 電波 類 、 ノ イズ な どか ら の 和 干 渉 を 受け や すく な り 、 混 信 の 多い 環境 で は 最寄り の 中 継 器 を 誤認 する 
こと が あり ます 。 使用 環境 に あわ せ て 、 最 適 な 設定 で お 使い くだ さい 。 


※ 連 結 中 継 に 使用 する すべ て の 中 継 器 と 子 機 を 同じ 設定 値 に し て くだ さい 。 


3 O : 連結 中 継 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 設 定 (LKb) と 手動 アク セス 設定 
設定 値 OFF プ 5<60 秒 (初期 値 10 秒 ) 


【 間 隔 設定 】 

中 継 器 は 子 機 に 最寄り の 中 継 器 を 判定 させ る の に 、10 秒 ご と に 1 回 、 中 継 器 か ら 約 1 秒間 ビー コン (目印 の 信 
号 ) を 送信 し ます 。 そ の ビー コン を 送信 し て いる と き に 通話 が 始ま る と キャ リア セン ス が 働き 、 し ば らく 通話 で 
き な い こと か ら 頭 切れ が 発生 し ます 。 そ の ビー コン 送出 の 間隔 を 長く する と 頭 切れ の 発生 頻 度 を 少な くす る こと 
が で きま す が 、 子 機 が 最寄り の 中 継 器 を 探し だ す 時 間 も 長 く な り ま す 。 逆 に ビー コン の 間隔 を 短く する と 子 機 が 
最寄り の 中 継 器 を 探し だ す 時 間 は 速く な り ま す が 、 頭 切れ の 発生 頻度 が 多く な っ て し まい ます 。 使用 者 の 通話 頻 
度 や 移動 頻度 に あわ せ て 調整 し て くだ さい 。 


【 固 定 ア クセ ス 】 

例え ば すべ て の ユー ザー に 最寄り の 中 継 器 が 決ま っ て いて 、 他 の 中 継 器 に は た び た び アク セス する 必要 が な い 
(ユー ザー が 中 継 機 の 間 を ひん ばん に 移動 し な い ) 環境 で は 、 最 寄り の 中 継 器 を 自動 で 探す 必要 が あり ませ ん 。 
手動 に する と 前 述 の よう な 頭 切れ や アク セス 速度 の 改善 が 得 ら れ 、 使 い 勝 手 が 向上 し ます 。 中 継 器 で この 設定 を 
「0OFF」 に し た あと 、 子 機 の GROUP キー を 押し て 中 継 器 自動 スキ ャ ン 機 能 を OFF に し ます 。OFF に な る と ディ ス 
プレ イ の 「. 」 (ドット ) マー ク 表 示 が 点 減 か ら 点 灯 に 変わ り ま す 。 す べ て の 子 機 に この 操作 を し ます 。 ド ッ ト 点 
灯 中 に 人 4 、 ヤ キー を 押す と アク セス し た い (最寄り の ) 中 継 器 を 手動 で 選べ ます 。 


※ 連 結 中 継 に 使用 する すべ て の 中 継 器 と 子 機 を 同じ 設定 値 に し て くだ さい 。 

※ バ ッ テ リ ー セ ー ブ 設 定 し て いて も 、 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 に よ っ て 電池 の 消耗 が 変わ り ま す 。 ビ ー コ ン 間 隔 時 間 が 
長い と 電池 の 消耗 が 少な く 、 短 いと 多く な り ま す 。 ビ ー コ ン 時 間 を 5 秒 、 ま た は ビー コン 機能 を OFF に し た 場 
合 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ が 働か な いた め 、 電 池 の 消耗 が より 早く な り ま す 。 


1 : 連結 中 継 ア クセ ス 音 ・ エ ンド ピー 設定 (LKP) 
設定 値 OOF ン St ン Ed プ SE (初期 値 SE) 


連結 中 継 の 通話 開始 (応答 ) の と き の ア クセ ス 音 「 ピ ビビ ピ 」 と 、 通 話 終了 時 に 鳴る エン ド ピ ー 音 の 動作 を 切り 替 
える 機能 で す 。 連結 中 継 モ ー ド で の エン ド ピ ー は この 設定 が 優先 と な り 、 通 常 の セッ トモ ー ド 項目 「 エ ンド ピー」 
で は 変更 で きま せん 。 

SE : アク セス 音 、 エ ンド ピー の 両方 が 鳴り ます 。 

Ed : エン ド ピ ー の み 鳴 り ま す 。 

St : アク セス 音 の み 鳴 り ま す 。 

oF : アク セス 音 、 エ ンド ピー は 両方 と も 鳴り ませ ん 。 


※ 連 結 中 継 に 使用 する すべ て の 中 継 器 と 子 機 を 同じ 設定 値 に し て くだ さい 。 
アク セス 音 を 止め た 場合 、 応 答 か ら 中 継 通 話 を 始め られ る まで の タイ ミン グ が 分 か り づ らく な り ま す 。 
通話 開始 の と き は 長め に 時 間 を お いて か ら 話 し て くだ さい 。 


[セッ トモ ー ド 拡張 方 法 ] 
1 : キー ロッ ク を 掛け ます 。(2 つ あ る うち の 、 ど ちら の 方 法 で も 構い ませ ん 。) 
2 : GROUP キー を 5 回 連続 で 押し ます 。10 秒 以 内 に 5 回 押さ な いと 有効 に な り ま せん 。 
キー 操作 が 有効 で あれ ば 「 ビ ピピ ッ 」 と ビー ブ 音 が 鳴り ます 。 
3 : 自動 的 に キー ロッ ク が 解除 され ます 。 
4 : セッ トモ ー ド に 入る と 上 記 の メニ ュー が 追加 され て いま す 。 操作 も 通常 の セッ トモ ー ド と 同じ で す 。 
* 変更 し た 値 を 保存 し て 拡張 メニ ュー を 隠す に は 、 上 記 1<4 の 操作 を 繰り 返し ます 。 


[拡張 項目 の リセ ッ ト ] 

* チャ ン ネ ル や 通常 の セッ トモ ー ド も 含ん で 、 全 て を 工場 出荷 状態 まで 初期 化す る に は 、 電 源 を 切っ た 後 フ ロ 
ント パネ ル 上 の 〒、 4 、FUNC キー の 3 つ 全 て を 押し た まま で 電源 を 入れ 、 画面 が 全 点灯 し た ら 指 を 放し ます 。 
LO 1 で 起動 し た ら 工 場 出荷 状態 で す 。 


* 説明 書 に 記載 の リセ ッ ト (FUNC キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る ) で は 拡張 セッ トモ ー ド は 閉じ ず 、 設 定 
し た 値 も 初期 化 さ れ ま せん 。 拡 張 セ ッ ト モ ー ド 以外 の 設定 だ けが 工場 出荷 状態 に 戻り ます 。 
* 本 書 の 「26 レス ト ア 機能 」 を お 使い の 時 は 「ER 消去 」 操 作 を し て か ら リ セッ ト し て くだ さい 。 
以上 
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